
 

※令和３年度以前入学生用 

 

学校番号 3026 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 
地理Ａ 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高等学校「新地理Ａ」 （帝国書院） 

副教材等 図説地理資料（帝国書院）地歴高等地図 （帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

本授業では、自然地理及び人文地理について、併行される歴史科目と関連させて学び、その基礎

知識を習得することを目指します。自然地理で得られる海流や気候の地域ごとの特質は、各時代

区分に応じた人類の営為に少なくない影響を及ぼしています。また、そうして形成された各地域

の気候や風土に特徴づけられた人の文化体系が、歴史を理解する上での重要なファクターとなっ

ています。皆さんが、歴史の「何故」が地理的観点から導かれるおもしろみに気づき、自ら主体

的に知を獲得することで、地政学的な歴史の考察方法を習得し、現代を読み解く力を身につけら

れることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

世界の諸地域の生活・文化を多面的に理解し、現代世界について考察し、また、地理的事象を世

界的視野から地域のレベルまで幅広くとらえる力をもつ。学んだ内容から自然災害を理解し、防

災のために自ら進んで行動する力をつける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

世界全体の地理的な

諸課題に対する関心

と課題意識を持つ。

これらの課題追究す

る意識とともに国際

社会に主体的に生き

る日本人としての役

割を考える。 

現代世界の地理的事

象から課題から、地

域性を思慮しつつ多

面的・多角的に考察

する。国際社会の変

化を踏まえて公正に

判断し、考察の過程

や判断した結果を適

切に表現する。 

地図や統計、画像な

ど地域に関する諸資

料を収集し、有用な

情報を選択、活用す

ることを通して現代

世界の地理的事象を

追究する技能を身に

付ける。 

現代世界の地理的

な諸課題について

の基本的な事柄や

追究の方法を理解

し、その知識を身に

付けている。 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

評
価
方
法 

・主体的に学習に取

り組めているか。 

・自らの知識を増や

し理解を深めようと

しているか。 

・自らの意見を発表

できているか。 

・ノートに授業内容

以外にも、しっかり

とメモをとることが

できているか。 

・定期考査 

・提出物 

・理解した知識や活

かし、ある課題や事

象に対して、自らの

判断で思考・考察し、

意見を発表できてい

るか。 

・自らの考えを自ら

の言葉で表現できて

いるか。 

・定期考査 

・提出物 

・地図・統計データ・

画像等の様々な資料

を収集・観察・考察

し、様々な情報の中

から必要な情報を選

択できているか。 

・提出物 

・班別学習、個人ワ

ークのための課題

を作成ができてい

るか。 

・学んだ知識を利用

し、発表できている

か。 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

 

第
１
編 

現
代
世
界
の
特
色
と
諸
課
題
の
地
理
的
考
察 

 
 

１
章 

地
球
儀
や
地
図
で
と
ら
え

る
現
代
世
界 

第１編 現代世界の特色と諸

課題の地理的考察 

①球面で世界を考えよう 

 

 

②世界地図の特徴を知ろう 

 

 

③世界観の広がりと地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

a: 地図を使った作業をとおし

て、地図の目的や使用につい

て自らで理解し考えている。 

b: 地球儀上の位置の示し方や

時差の考え方を学び、時差の

計算ができるようになる。 

c: メルカトル図法、正積図法、

正距方位図法で描かれたさ

まざまな地図を地図帳やイ

ンターネット等を使って集

め、その特徴を理解し、適切

な図法を用途に応じて選択

できている。 

d: 世界観の広がりとともに地

図に描かれる内容が変化し

てきたことを理解し、現在見

られる衛星画像や地理情報

システムなど新しい地図表

現の役割を理解している。 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・班別学習 

・ノート提出 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

④国家の領域と領土問題 

 

⑤国家をこえた結びつき 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

a:成立経緯も含め、国家とは何

かを理解し考えている 

b:国家間の成立がもたらす問

題点を自ら考えている。 

c:さまざまな情報手段を活用

して世界の領土問題につい

て調べ、レポートにとめる。 

d:国家間の諸問題について、内

容と理解がでしている。 

 

      

⑥交通機関の発達と縮小する

地球世界 

 

 

⑦情報・通信で一体化する世

界 

 

 

⑧人・「もの」・資本で結びつく

世界 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

a:交通や通信の全体的な理解

を深めている。 

b:交通・通信の発達によって、

生活、社会、産業などの関係

がどのように変わってきた

かを考察がしている。 

c:教科書にある主題図などを

適切に活用しながら時系列

で理解し活用している。 

d:「もの」や人の国際間の移動

や貿易の体系化や複雑化を

による国家間の結合を理解

している。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

１
学
期 

２
章 

世
界
の
人
々
の
生
活
を
取
り
ま
く
地
球
的
環
境 

①さまざまな環境の中で暮ら

す人々 

 

②世界的視野から見た地形 

 

③さまざまな地形と生活 

 

④世界的視野から見た気候 

 

⑤世界の気候と生活 

 

⑥世界の民族・宗教と生活・ 

文化 

 

⑦生活・文化を支える産業の

地域性 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

a: 人々の生活様式の差異を、

地理的環境とのかかわりか

ら理解し、世界の自然環境は

地域的に大きく異なってい

ることを理解し、現在のよう

な分布になった理由につい

て、関心をもって学習してい

る。 

b: 世界の自然環境を地形と気

候の面から考察し、なぜ差異

が生まれるのか、人間生活や

その文化の差異にいてにど

のように影響しているのか

について理解している。世界

の人々がもつ民族性や言語、

宗教を教科書に掲載されて

いる写真・地図を適切に使用

して理解し、現在発生してい

る民族問題の本質を考察す

ることができる。 

c: 世界の気候帯図、雨温図や

各統計図を作成する作業を

とおして、世界を各気候区分

に分類することができる。 

d:さまざまな地形上で営まれ

ている人々の生活とそのか

かわりについて学習し、どの

ような生活が営まれている

のか農業・鉱工業について、

発達過程を地理的環境との

関連で理解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・班別学習 

・ノート提出 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

２
学
期 

 

３
章 

世
界
の
諸
地
域
の
生
活
・文
化
と
環
境 

①東アジアの暮らしを学ぶ 

 

②東南アジアの暮らしを学ぶ 

 

③南アジアの暮らしを学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

a: 世界各地での人々の生活・

文化は、その地域をめぐる長

い歴史や自然環境に影響を

受けることが多いことを理

解し、日本との関連について

理解し、尊重することができ

る。 

b: 東アジア・東南アジア・南ア

ジアの自然と農業を踏まえ

第二次世界大戦後営まれて

きた人々の生活・文化が、近

年の経済発展でどのように

変化してきたのかを理解し

ている。 

c: アジア諸地域の変化を新聞

やインターネットなどから

読み取り、他地域で暮らす

人々の生活を想像すること

ができる。 

d: アジア諸国と日本との関係

や歴史的経緯や現在の政治

的・経済的つながりや各地域

の経済的つながりや文化交

流などを理解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・班別学習 

・ノート提出 

・定期考査 

④北アフリカ・西アジアの・中

央アジアの暮らしを学ぶ 

 

⑤中南アフリカの暮らしを学

ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

a: １９世紀の植民地支配から

の各国の政治や経済の変化

について、世界情勢との関連

を意識し学ぶことができる。 

b: ムスリムなどの宗教的要素

に加え、ネグロイド系の人々

が多く暮らす中部アフリカ

など乾燥帯、イスラーム、石

油という地域性を知識とし

て身につける。 

c:地誌や歴史など資料を通し

て、特徴を理解できる。 

d:、現在の国家や産業に植民地

支配の傷跡が残っているこ

とを主な国の具体例などか

ら学び、パレスチナ問題やイ

スラーム原理主義など激動

する世界情勢について理解

を深めることができる。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

⑥ヨーロッパの暮らしを学ぶ 

 

 

⑦ロシアと周辺諸国の暮らし

を学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

a: ヨーロッパでの人々の生

活・文化は、そ長い歴史や自

然環境や民族、文化など多様

な要素に影響を受けること

を理解している。 

b: ヨーロッパの中の自然環境

の違いやたどってきた歴史

の違い、地域性を学ぶことが

できている。 

c: 現在のヨーロッパの地誌や

一体化の進むヨーロッパ社

会の現状を、作業を通して理

解することができている。 

d: ＥＵの成立過程とそれらの

抱える課題、ロシアを含めた

周辺の国々の政治的諸問題

の解決策を考えることがで

きている。 

⑧北アメリカの暮らしを学ぶ 

 

 

⑨中央・南アメリカの暮らしを

学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

a: 移民の国アメリカ・カナダ

に注目し、アメリカの移民社

会と現在の多文化社会の特

徴を理解する。 

b:アメリカの産業社会や大衆

文化が世界への大きな影響

力を与えたのか。中央・南ア

メリカの先住民や移民、混血

など多様な人種・民族からな

る社会構造から課題とその

解決策を考えることができ

る。 

c:多様性のある社会を統計図

や資料から理解することが

できる。 

d: アメリカと中央・南アメリ

カとの経済的・政治的なつな

がりを歴史的な過程も含め

理解することができる。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

⑩オセアニアの暮らしを学ぶ 〇 〇 〇 〇 a:世界各地での人々の生活・文

化は、その地域をめぐる長い

歴史や自然環境に影響を受

けることが多いことを理解

している。 

b:太平洋諸島も含むオセアニ

アについて、その位置関係、

自然環境、民族移動の歴史を

学ぶことができている。 

c:多文化社会のオーストラリ

ア・ニュージーランドを中心  

に、他地域との関係性を地図

で理解できている。 

d: 多文化社会のオーストラリ

ア・ニュージーランドを中心

に、他地域と結びつきを強め

ているオセアニアについて

考察することができている。 

２
学
期 

４
章 

私
た
ち
が
直
面
す
る
地
球
的
課
題 

①地域の違いとつながりに注

目する 

 

②人口問題－対照的な人口

増大と少子・高齢化 

 

③食料問題－食料需給のア

ンバランス 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

a: 人々の生活様式の差異を、

地理的環境とのかかわりや

自然環境についての現在の

分析について考えることが

できる。 

b:世界規模の問題の発生原因

とその対応策をグローバル

な視点で考えることができ

る。 

c:雨温図や統計資料の作成な

ど作成と通して現状の理解

をできるようにする。 

d:社会問題の原因を理解し、そ

の対策について自らの意見

を述べることができる。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・班別学習 

・ノート提出 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

３
学
期 

 

④都市・居住問題－健康で安

全な生活環境 

 

⑤資源・エネルギー問題－せ

まられる有効な利用 

 

⑥地球環境問題－２１世紀は

環境の時代 

 

⑦地球的課題への取り組みと

国際協力 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

a: 地球環境問題に興味・関心

を持っている。 

b: 居住・都市問題や資源・エネ

ルギー問題について、各国の現

状と問題点を把握し、新しいエ

ネルギーや資源の限界性と偏

在性についての解決策を考察

できる。 

c: 環境問題の地域性や分布を

地図上で理解している 

d: 国際社会の中で日本が果た

すべき役割を認識し、国際協力

について、グローバルに考える

視点と身近な問題として考え

る視点を持つことができる。 

 

 

 

２
編 

生
活
圏
の
諸
課
題
の
地
理
的
考
察 

１章 日常生活と結びついた

地図 

①地図をもって生活しよう 

 

 

②身近な地図を読みこなそう 

 

 

③地図表現について考えよう 

 

 

④地形図を活用しよう 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

a: 観光地図や所要時間マッ

プ、鳥瞰図など、教科書に掲載

されている地図を、関心をもっ

て参照し、また身近にあるさま

ざまな地図を収集して、地図を

読むことの楽しさを理解する。 

b: 地理の言語としての地図、

作成者の意図により取捨選択

されている地図について、現在

は住民参加の地図や触地図、バ

リアフリーマップなどさまざ

まな種類の地図が発行されて

いることから、目的に応じた地

図選択の重要性を理解する 

c: 地形図を読む際の決まりご

とを知識として身につけ、新旧

地形図の比較から地域の変化

を読み取ることを学習する。 

d: 地形図学習のまとめとし

て、身近な地域の地形図を入手

し、読図した結果を現地に赴い

て確認し、地形図活用の有効性

ついて理解を深める。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


